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1. はじめに  

ActiveImage Protector はレガシーマシンから最新の仮想マシンまで様々な環境の Windows マシン

を、先進のディスクイメージング技術により、バックアップ/リカバリーできるツールです。システム

を稼働したままでバックアップするホットイメージング、起動前のクリーンなシステムボリュームをバ

ックアップするコールドイメージング、変更部分だけを高速にバックアップする増分バックアップや、

自社の管理ツールと組み合わせて自動化を行えるコマンドライン実行など、バックアップソリューショ

ンに必要な機能はすべて装備しています。 

システム要件 

ActiveImage Protector Server Edition / Desktop Edition と for Hyper-V のシステム要件は下記

のとおりです。 

インストール先のマシンが、以下のシステム要件を満たしていることをご確認ください。 

CPU Pentium 4 または同等以上の CPU 

メモリ（RAM） 1024MB 以上 

ハードディスク 1.5GB 以上の空き容量が必要 

サポート対象 OS 

₍Server Edition) 

Windows Server 2019、Windows Server 2016、Windows Server 2012 お
よび 2012 R2、Windows Server 2008 R2  

*2008 は非サポートです。 

Windows Storage Server 2016、Windows Storage Server 2012 および 
2012 R2、Windows Storage Server 2008 R2  

*2008 は非サポートです。 

 

ハイパーバイザー: Windows Server 2019 Hyper-V（ホット＆コールド イメ
ージング）、Windows Server 2016 Hyper-V（ホット＆コールド イメージン
グ）、Windows Server 2012 および 2012 R2 Hyper-V（ホット＆コールド 
イメージング）、Windows Server 2008 R2 Hyper-V（ホット＆コールド イ
メージング）、VMware vSphere ESX[i] 5.0 / 5.1 / 5.5 / 6.0 / 6.5 / 6.7
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（コールド イメージング） 

サポート対象 OS 

（Desktop 

Edition） 

Windows 10 – IoT Enterprise 2016 以降含む(x86/64) 

Windows 8 および 8.1 – RT を除くすべてのエディション(x86/64) 

Windows 7 – Starter を除くすべてのエディション(x86/64) 

サポート対象 OS 

（for Hyper-V 

Enterprise） 

· Hyper-V が構成された Windows Server 2008 R2 以降のサーバー OS

（Hyper-V Server を含む） 

※Server 2008 R2 の場合はあらかじめ Microsoft .Net Framework 4.5 以降が

構成されている必要があります 

※制限事項等については ActiveImage Protector 製品メディア内のリリースノートをご確認くださ

い。 

※本文中の画面は Server Edition ですが、Desktop Edition でも操作は同じです。For Hyper-V 

Enterprise では画面は多少異なりますが、操作方法は一部を除き、Server Edition と同じです。  
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2. インストール  

バックアップ対象のマシンに ActiveImage Protector をインストールする方法を解説します。 

1. マシンに製品メディアをセットすると、インストールのランチャーが表示されますので、

［ActiveImage Protector］の[インストール］をクリックします。 

ランチャーが表示されない場合は、製品メディア内の Launch.exe を直接実行してください。 

 

注）Server / Desktop Edition では、「ActiveVisor」をクリックすると、ActiveVisor を、

「その他の製品」をクリックすると ImageCenter LE, vStandby AIP をインストールするこ

とができます。  
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注）for Hyper-V では、「ActiveVisor」をクリックすると、ActiveVisor を、「その他の製

品」をクリックすると ImageCenter LE と ReZoom it!をインストールすることができます。 
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2. ［次へ］をクリックします。 

 

3. ライセンス契約書の内容を確認します。 

契約書に同意できる場合は、［このライセンス契約書に同意します］のチェックボックスをオンにし

てから、［次へ］をクリックします。 
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4. ［プロダクト キー］を入力します。 

アクティベーションも続けて自動実行する場合は、［インストール完了後、アクティベーションを行う］

のチェックボックスをオンにしてから、［次へ］をクリックします。 
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5. セットアップタイプは［標準］を選択して、［次へ］をクリックします。 

 

6. インストールの最終確認となります。問題がないようであれば、［インストール］をクリックしま

す。 
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7. インストールが行われます。 

 

8. インストールを完了したら製品メディアを取り出してから、［今すぐ再起動する］を選択して、

［完了］をクリックします。 

マシンが自動的に再起動します。 
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3. アクティベーション  

インストール時にアクティベーションを自動実行している場合は、この手順は不要です。 

インストールした ActiveImage Protector に対して手動でアクティベーションを実行し、評価期限を

解除します。 

アクティベーションには、オンラインアクティベーションとオフラインアクティベーションの 2 種類が

あります。まず、オンラインアクティベーションですが、インターネット等を経由して、アクティベー

ションを行います。それに対し、オフラインアクティベーションは、セキュリティ対策上、インターネ

ットに接続していないマシンをアクティベーションする場合に使用します。 

オフラインアクティベーションを行うと、 

●ネットワーク経由での自動アップデート 

●アクティファイからの ActiveImage Protector に関するお知らせメール 

といった機能が使われなくなります。以下では、オンラインアクティベーションを行います。 

1. ActiveImage Protector を起動します。 

Windows Server 2008 R2 以前のサーバーOS の場合： 

［スタート］→［すべてのプログラム］→［Actiphy］→［ActiveImage Protector］をクリック

します。 

Windows 7 以前のデスクトップ OS の場合： 

［スタート］→［すべてのプログラム］→［Actiphy］→［ActiveImage Protector］をクリック

します。 

Windows Server 2012 以降のサーバーOS の場合： 

［スタート］→［アプリ］→［Actiphy］→［ActiveImage Protector］をクリックします。 

Windows 8 以降、Windows10 前のデスクトップ OS の場合：［スタート］→［アプリ］→

［Actiphy］→［ActiveImage Protector］をクリックします。 

Windows 10 のデスクトップ OS の場合：［スタート］→［Actiphy］→［ActiveImage 

Protector］をクリックします。  
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2. ［ヘルプ］メニューから、［アクティベーション］をクリックします。 

 

注）for Hyper-V Enterprise の画面の左ペインは以下のようになります。 
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3. ［プロダクトキー：］を入力してから［アクティベーション］をクリックします。 

 

4. 下記のメッセージが表示されたら、アクティベーションは完了です。 

［OK］をクリックしてください。 
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4.バックアップの設定と実行  

4-1. ワンタイム（単体）バックアップ 

今すぐバックアップを実行する、ワンタイム（単体）バックアップの方法について説明します。 

1. ActiveImage Protector を起動します。 

Windows Server 2008 R2 以前のサーバーOS の場合：［スタート］→［すべてのプログラム］

→［Actiphy］→［ActiveImage Protector］をクリックします。  

Windows 7 以前のデスクトップ OS の場合：［スタート］→［すべてのプログラム］→

［Actiphy］→［ActiveImage Protector］をクリックします。 

Windows Server 2012 以降のサーバーOS の場合：［スタート］→［アプリ］→［Actiphy］→

［ActiveImage Protector］をクリックします。 

Windows 8 以降、Windows10 前のデスクトップ OS の場合：［スタート］→［アプリ］→

［Actiphy］→［ActiveImage Protector］をクリックします。 

Windows 10 のデスクトップ OS の場合：［スタート］→［Actiphy］→［ActiveImage 

Protector］をクリックします。  
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2. ［バックアップ］→［ワンタイムバックアップ］をクリックします。

 

注）for Hyper-V Enterprise の画面の左ペインは以下のようになります。 
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3. バックアップ元を選択します。 

ここでは例として、バックアップ元はディスク全体を選択します。 

［ディスク］を選択してから、［ディスク 0］のチェックボックスをオンにします。 

バックアップ元の選択が完了したら、［次へ］をクリックします。 
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4. イメージファイル保存先を指定します。 

ここでは例としてネットワーク共有フォルダーの「\\192.168.123.77\disk」を保存先として説

明します。 

［フォルダーを選択］をクリックします。 

 

5. 保存先のパスを直接入力します。 

下記の場所に保存先の直接パス「\\192.168.123.77\disk」を入力し、Enter キーを押します。 
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6. 保存先に対する認証情報を入力します。 

ユーザー名は「ホスト名\ユーザー名」の形式で入力してください。 

ここでは例として、ホスト名を「192.168.123.77」、ユーザー名を「aipuser」とします。これ

は保存先フォルダーにあらかじめ設定した値です。 

［ユーザー名：］に「192.168.123.77\aipuser」、［パスワード：］に設定されているパスワー

ドを入力してから、［接続］をクリックしてください。 

 

 

7. 保存先を確認します。 

保存先のフォルダーが選択されていることを確認してから［フォルダーを選択］をクリックします。 
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8. ファイル名を入力します。 

ここでは例として、イメージファイル名は「backup01」とします。（拡張子は自動設定されま

す）［ファイル名：］に「backup01」と入力して、［次へ］をクリックします。 

［保存先隔離オプション］は、バックアップ作業の終了後に、ディスクのオフライン化やネットワ

ークの遮断を行う機能で、ActiveImage Protector Update で搭載された機能です。 

［オプション］などの設定については、「スケジュールバックアップ」で解説しますので、そちら

をお読みください。 
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9. バックアップの内容が表示されます。 

内容を確認してから［完了］をクリックすると、バックアップが開始されます。 

 

10. バックアップが開始されると、バックアップタスクが表示されます。 
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11. 進捗が 100%になるとバックアップは完了です。 
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4-2. スケジュールバックアップ 

定期的にバックアップを実行する、スケジュールバックアップの方法について説明します。 

1. ActiveImage Protector を起動します。 

Windows Server 2008 R2 以前のサーバーOS の場合： 

［スタート］→［すべてのプログラム］→［Actiphy］→［ActiveImage Protector］をクリック

します。 

Windows 7 以前のデスクトップ OS の場合： 

［スタート］→［すべてのプログラム］→［Actiphy］→［ActiveImage Protector］をクリック

します。 

Windows Server 2012 以降のサーバーOS の場合： 

［スタート］→［アプリ］→［Actiphy］→［ActiveImage Protector］をクリックします。 

Windows 8 以降、Windows10 前のデスクトップ OS の場合：［スタート］→［アプリ］→

［Actiphy］→［ActiveImage Protector］をクリックします。 

Windows 10 のデスクトップ OS の場合：［スタート］→［Actiphy］→［ActiveImage 

Protector］をクリックします。 
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2. ［バックアップ］→［バックアップ スケジュールの作成］をクリックします。 

 

注）for Hyper-V Enterprise の画面の左ペインは以下のようになります。 
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3. バックアップ元を選択します。 

ここでは例として、バックアップ元はディスク全体を選択します。 

［ディスク］を選択してから、［ディスク 0］のチェックボックスをオンにします。 

バックアップ元の選択が完了したら、［次へ］をクリックします。 

 

4. イメージファイル保存先を指定します。ここでは例としてネットワーク共有フォルダー上の

「\\192.168.123.77\disk」を保存先として説明します。［フォルダーを選択］をクリックします。 
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5. 保存先のパスを直接入力します。 

下記の場所に保存先の直接パス「\\192.168.123.77\disk」を入力し、Enter キーを押します。 

 

 

6. 保存先に対する認証情報を入力します。 

ユーザー名は「ホスト名\ユーザー名」の形式で入力してください。 

ここでは例としてホスト名を「192.168.123.77」、ユーザー名を「aipuser」とします。これは

保存先フォルダーにあらかじめ設定した値です。 

［ユーザー名：］に「192.168.123.77\aipuser」、［パスワード：］に設定されているパスワー

ドを入力してから、［接続］をクリックしてください。 
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7. 過去に指定済みの保存先を再指定した場合は、認証情報が記録されているため、手順 5、手順 6 の

画面は表示されません。 

8. 保存先を確認します。 

保存先のフォルダーが選択されていることを確認して、［フォルダーを選択］をクリックします。 

 

9. ファイル名を入力します。 

ここでは例として、タスク名は「schedule01」、イメージファイル名は「backup02」とします。

（拡張子は自動設定されます）［タスク名：］に「schedule01」、［ファイル名：］に

「backup02」と入力します。 
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10. 次に［保存先隔離オプション］を設定します。［保存先隔離オプション］は、バックアップ作業の

終了後に、ディスクのオフライン化やネットワークの遮断を行う機能で、ActiveImage Protector 

Update で搭載された機能です。ランサムウェアなどのウイルス感染があった場合でも、

ImageIsolate 技術で、攻撃からバックアップ保存先やバックアップファイルを保護します。［保

存先隔離オプション］には、4 つのオプションが用意されています。［バックアップ後にドライブ

レターを削除する］では、バックアップ後にローカルハードディスクからドライブ文字の割り当て

を解除します。［バックアップ後に保存先 HDD をオフラインにする］では、保存先のローカルハ

ードディスクをオフラインにします（管理ツールの［ディスクの管理］での操作の「オフライン」

と同等です）。［バックアップ後に保存先リムーバブル USB HDD を取り外す］では、USB ハード

ディスクなどの取り外し可能なハードディスクをイジェクトします。［バックアップ後に指定した

ネットワークを無効にする］では、バックアップ後にバックアップ先のネットワークを遮断しま

す。遮断するネットワークインターフェイスは、その下の選択ボックスで指定します。 
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11. 次に圧縮の設定をします。ActiveImage Protector では、2 種類の圧縮方式をサポートします。 

1 つは通常圧縮で、一般的なファイルやフォルダーの ZIP による圧縮と同じ方式です。もう 1 つ

は、重複排除圧縮です。バックアップの際にデータ解析をブロック毎に行い、重複ブロックが存在

するとその部分を排除してイメージファイルを作成します。複数の仮想マシンなどを管理している

サーバー等で効果が期待できます。 

画面の右の［オプション：］から指定します。まず、［圧縮］のチェックボックスをオンにしま

す。重複排除圧縮を選択すると、その下の［レベル 2（推奨）］と［一時ファイルフォルダーを変

更］が設定可能になります。 
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レベルでは、圧縮度を設定します。注意が必要なのは、一時ファイルフォルダーです。起動環境で

バックアップを行う際、デフォルトではメモリ上に展開されるため空き領域が不足になる場合があ

ります。バックアップ元のデータ量が多い場合は。バックアップ先等を使用するように変更してく

ださい。 

オプション中の［高度な設定］では、高度な設定が可能です。一般設定では、バックアップファイ

ルの分割などを設定できます。また、サーバーアプリケーションなどで特別な VSS 設定が必要な場

合の設定もこちらで設定します。 

重複排除圧縮では、一時ファイルフォルダーが不足した場合の対応や作業フォルダーを指定しま

す。起動環境でバックアップを行う際、デフォルトではメモリ上に展開されるため空き領域が不足

になる場合があります。バックアップ元のデータ量が多い場合は。バックアップ先等を使用するよ

うに変更してください。 
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同時の多数の仮想マシンのバックアップでは、ネットワークの帯域を消費します。使用可能な上限

レートやキャッシュを使用することで、負荷を低減します。 

［ネットワーク スロットルを使用する］では、ネットワーク共有フォルダーに保存する際のネット

ワーク帯域を制限します。 

［ネットワークへの書き込み時にキャッシュを使用する］ では、保存先がネットワーク上である場

合、キャッシュを使用して書き込み速度を向上させます。 

[バックアップタイムアウト] では、バックアップにかかる時間の上限を設定します。この値以上の

時間が経過するとバックアップは失敗として打ち切られます。 
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12. つねに、重複排除圧縮を行う場合には、メニューの［環境設定］→［重複排除設定］で、 

［重複排除圧縮をデフォルトとして使用する］のチェックボックスをオンにして［適用］をクリッ

クします。 

 

13. 次に、バックアップタイミングのスケジュール設定になります。ベースバックアップと増分バック

アップのそれぞれで、バックアップの頻度を設定するトリガーが可能です。ベースバックアップで

は、月単位 / 週単位 / 指定日時 / 指定曜日の４つがあります。 
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14. 最後の「指定曜日」は ActiveImage Protector 2018 Update で、新たに追加されたトリガーで

す。1 月から 12 月まで、「第 2 金曜日」あるいは「第 4 金曜日」といった指定が可能です。月末

や週末ではなく、毎月の第 n の*曜日に決算や棚卸など重要な変更を行うビジネスルールなどを採

用している場合に使うとよいでしょう。 
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15. ここでは、例として、下記の設定で週単位のバックアップスケジュールを作成します。 

・ベースバックアップ：週単位 

・増分バックアップ：週単位 

・ベースバックアップ：月曜日の午前 1 時 

・増分バックアップ：月曜日から金曜日までの午前 1 時 

すべての項目を設定したら、［OK］をクリックします。 

 

16. ［スケジュール］タブでは、ポストバックアップ、保有ポリシーの設定を行います。［保有ポリシ

ーを有効にする］のチェックボックスをオンにして、［保有するバックアップイメージの世代

数：］を「3」に設定します。（この設定でイメージの保存先に 3 世代分のイメージが残ります） 

 

※ActiveImage Protector 2018 Update 7 以降は「リコンサイルイメージを有効にする」のオ

プションはなくなりました。 
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17. ［ポストバックアッププロセス］では、［BootCheck］、［イメージ検証］、［結合］、［レプリ

ケーション］の設定を行います。バックアップ後に行う処理になります。［BootCheck］では、バ

ックアップファイルが、起動可能か、仮想マシンを使いチェックをします。［未設定］をクリック

すると設定画面となります。ActiveImage Protector では、任意のタイミングで BootCheck が可

能になりました（7.イメージ管理の章の「7-6.BootCheck を手動で」を参照）。 

18. ［BootCheck を行う］にチェックを入れると、BootCheck が有効になります。実行するスケジュ

ール、メール通知などを設定します。 
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19. ［イメージ検証］では、バックアップファイルの検証を行います。［イメージの検証を行う］にチ

ェックを入れると、イメージ検証が有効になります。ここで、実行するスケジュールを設定しま

す。 
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20. ［結合］は、増分バックアップなどで、バックアップファイルが多数になった場合に、結合（コン

ソリデーション）してバックアップファイルを削減します。バックアップファイルの管理を容易に

するための機能です。 

［結合を行う］にチェックを入れると有効になります。コンソリデーションを行うファイル数、実

行するスケジュール、メール通知、パフォーマンスなどを設定します。 

 

21. ［レプリケーション］では、クラウドストレージなどを含め、任意の場所にレプリケーションを作

成します。最近では、大規模な天災などが多発しています。バックアップの基本の 1 つに、バック

アップデータは遠隔地に保存するという考え方があります。ActiveImage Protector では、以下

の保存先が利用可能です。 

・ローカルストレージ 

・WebDAV 

・FTP 

・Amazon S3 

・Azure Storage 
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・OneDrive 

・Google Drive 

・Dropbox 

ローカルストレージを除けば、最近、普及が進むクラウドストレージです。ここにレプリケー

ションを保存することで、災害への対応を行うことが可能となります。 

22. ここでは、Google Drive にレプリケーションを作成します。そのためには、 

・クライアント ID 

・クライアントシークレット 

・リフレッシュトークン 

が必要になります。これらは、Google Drive の設定で入手します（「Appendix A:Google 

Drive へのレプリケーション」を参照）。入手した認証情報を入力します。 

 

23. 入力後、［接続］をクリックします。以下の画面が表示されれば、レプリケーションが Google 

Drive に作成されるようになります。 
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クラウドストレージへのレプリケーションの作成は、より高い可用性を実現します。しかし、

ネットワークリソースの消費などの負担も伴います。スケジュールやパフォーマンスを適切に

設定し、高負荷とならない運用も考慮します。 

24. ［オプション］セクションでは、以下の項目を設定します。 

※ActiveImage Protector 2018 Update 7 以降は「リコンサイルイメージを有効にする」のオプ

ションはなくなりました。 

・保有ポリシーを有効にする 

・E メール通知を行う 

25. 保有ポリシーでは、保有するバックアップイメージファイルの世代数を設定できます。有効にする

と、世代数が設定可能になります。また、有効な世代数を超過した場合の動作についても、選択で

きます。 
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26. E メール通知では、タスクの完了にあわせ、メールを送信します。 

 

27. 同時の多数の仮想マシンのバックアップでは、ネットワークの帯域を消費します。使用可能な上限

レートやキャッシュを使用することで、負荷を低減します。 

また、タスクの優先順位では、CPU 使用度の優先度を設定可能です。 

 

28. ［次へ］をクリックすると、［確認］タブになります。 
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29. バックアップの内容が表示されます。 

内容を確認してから［完了］をクリックすると、ダッシュボードに戻ります。 

 

30. 作成済みのスケジュールは［ダッシュボード］→［スケジュール］で確認できます。指定した時刻

になると、スケジュールバックアップが実行されます。 
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5. 起動環境ビルダー 

Windows PE ベースの起動環境の作成 

1. Windows PE ベースの起動環境を作成するビルダーを開始するには［ユーティリティ］メニューか

ら BE（起動環境）ビルダー（Windows PE）をクリックします。 

 

 

2. Windows PE ベースの起動環境を作成するには、あらかじめ作成を実行するホストに Windows 

ADK、または AIK が構成されている必要があります。 

Windows ADK では、以下のコンポーネントをインストールすることが必要です。 

·Deployment Tools 

·Windows Preinstallation Environment(Windows PE) 
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3. 「ようこそ画面」が表示されます。［次へ］をクリックしてください。 

 

4. 作成に使用する Windows PE ツール キットを指定します。ホストが 64 ビット環境の場合、32 ビ

ットの環境も作成することができます。（この場合は 64 ビット環境を指定）。指定した 

Windows PE ツール キットの情報も表示されます。［次へ］をクリックしてください。 
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5. 起動環境に組み込むデバイス ドライバーを選択します。現在のシステムに存在するネットワークと

ストレージのドライバーが検出されて左ペインに表示されます。［INF から追加］をクリックする

と、INF ファイルを指定して、一覧に無いドライバーを追加することもできます。 

追加するドライバーを選択したら［= = >］をクリックして、組込対象に入れてください。組込対

象から外す場合は対象を選択して［< = =］をクリックします。［次へ］をクリックします。 

※ネットワークでは有線 LAN（Ethernet）ドライバーのみサポートします。 
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6. 表示言語とキーボード タイプ、タイムゾーン、画面解像度を指定し、［次へ］をクリックします。 

 

 

7. 起動メディアの種類を選択します。PreBoot 環境を選択すると、ハードディスクから起動する起動

環境をシステム ボリュームに作成します。ISO イメージ ファイルを選択すると、指定したパスに 

ISO イメージ ファイルを作成します。ISO の作成後 DVD メディアに書き込むことも可能です。 

 

USB 起動メディアを選択すると、指定した USB メモリから起動する起動環境を作成します。使用

する USB メディアはドライブ文字で指定します。なお、使用する USB メモリの内容は全て消去

されますのでご注意ください。 
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8.  設定内容を確認します。［戻る］をクリックすると前の設定画面に戻れます。また、ノードをクリ

ックすることで任意の設定に戻ることができます。［起動環境の作成］をクリックすると確認メッ

セージが表示され、［OK］をクリックすると作成が始まります。作成の進捗が表示されます。 
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9. 起動環境の作成が終了すると以下のメッセージが表示されます。［OK］をクリックして閉じてくだ

さい。 
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6. リストア  

6-1. ファイル単位のリストア 

ActiveImage Protector で、ファイル単位のリストアを実行します。 

ファイルまたはフォルダー単位でリストアを実行したい場合は、以下の手順を行ってください。 

1. ActiveImage Protector を起動します。 

Windows Server 2008 R2 以前のサーバーOS の場合： 

［スタート］→［すべてのプログラム］→［Actiphy］→［ActiveImage Protector］をクリック

します。 

Windows 7 以前のデスクトップ OS の場合： 

［スタート］→［すべてのプログラム］→［Actiphy］→［ActiveImage Protector］をクリック

します。 

Windows Server 2012 以降のサーバーOS の場合： 

［スタート］→［アプリ］→［Actiphy］→［ActiveImage Protector］をクリックします。

Windows 8 以降、Windows10 前のデスクトップ OS の場合：［スタート］→［アプリ］→

［Actiphy］→［ActiveImage Protector］をクリックします。 

Windows 10 のデスクトップ OS の場合：［スタート］→［Actiphy］→［ActiveImage 

Protector］をクリックします。 
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2. ［復元］→［ファイル復元］をクリックします。 

 

注）for Hyper-V Enterprise の画面の左ペインは以下のようになります。 
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3. ［バックアップ保存先］でイメ―ジの保存先を選択します。パスの直接入力も可能です。ここでは

「\\192.168.123.77\disk」を直接入力してから、Enter キーを押します。 

 

4. バックアップ元ホストを一覧から選択し、復元ポイントを指定したら［次へ］をクリックします。 

選択した復元ポイント（イメージ）の情報は［バックアップ情報］に表示されます。 
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5. ［バックアップされたファイル］から復元を行うアイテムにチェックを入れてください。チェック

されたアイテムは［復元するアイテム］にリストされます。復元時のオプションとして以下を設定

できます。 

・アクセス制御リストを保持する：復元対象のファイルに設定されているアクセス制御リスト

（ACL）を保持して復元します。 

・同名のファイル/フォルダーを上書きしない：保存先に同名のファイル/フォルダーがある場合、

上書きせずに別名で復元します。 
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6. 復元するアイテムの保存先を［…］（参照）から指定します。フォルダーを選択したら、［選択］

をクリックします。 
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7. ［実行］をクリックすると、復元が開始されます。 
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6-2. システムリカバリーの実行 

ActiveImage Protector の「起動環境の作成」で作成した USB メモリ、光学メディアを使用して、シ

ステムリカバリーを行います。 

注意：システムリカバリーを行うと、ローカルに存在するデータがすべて削除されますので、十分に注

意してから実行してください。 

1. 作成したブートメディアをセットして、マシンをメディアから起動します。起動環境の起動が完了

するまで、しばらく待ちます。 

 

 

 

注）for Hyper-V Enterprise の画面の左ペインは以下のようになります。 
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2. 保存先のネットワーク共有フォルダーにアクセルするためにネットワークの設定を行います。 

［ユーティリティ］から［ネットワーク設定］を選択します。 

 

3. NetJapan ネットワーク設定ダイアログになります。この例では、［以下の IP アドレスを使用す

る］を選択します。使用しているネットワークに合わせた設定を行います。［IP アドレス：］に

「192.168.123.76」、［サブネットマスク：］に「255.255.255.0」、［デフォルトゲートウ

ェイ：］に「192.168.123.254」、［以下の DNS サーバー設定を使用する］を選択し、

「192.168.123.254」を入力します。［適用］をクリックし、［OK］でネットワーク設定を終了

します。 
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4. 確認のために、［オプション］の［コマンドプロンプトを起動］をクリックします。ipconfig コマ

ンドを入力し、Enter キーを押します。先ほど入力した IP アドレス等が、正しく設定されているか

確認します。 
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5. ［復元］→［ボリューム復元］を選択します。 

 

6. ［バックアップの保存先］に「\\192.168.123.77\disk」を入力し、Enter キーを押します。 
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7. ユーザー認証が行われますので、ユーザー名に「192.168.123.77\aipuser」を入力し、設定され

たパスワードを入力し、［接続］をクリックします。 

 

8. バックアップ元ホストと復元ポイントを指定したら［次へ］をクリックします。 
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9. 復元設定になります。 

 

10. ［復元するアイテム］から右クリックをして、［対象］で「ディスク 0 - Basic (GPT)」を選択し

ます。 
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11. ［復元の設定］に復元する内容が表示されますので、確認し［次へ］をクリックします。 

 

12. 確認画面になりますので、その内容を確認し、［完了］をクリックします。 
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13. リカバリーが開始されます。 

 

14. タスクが 100%になれば、リカバリーの完了です。起動メディアを取り外し、［操作］→［終了］

を選択し、シャットダウン、もしくは再起動します。 

リカバリーが正しくできているかを確認します。 
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7.イメージ管理－イメージ管理  

バックアップしたイメージファイルに対し、各種の操作を行います。 

1. ActiveImage Protector を起動します。 

Windows Server 2008 R2 以前のサーバーOS の場合： 

［スタート］→［すべてのプログラム］→［Actiphy］→［ActiveImage Protector］をクリック

します。 

Windows 7 以前のデスクトップ OS の場合： 

［スタート］→［すべてのプログラム］→［Actiphy］→［ActiveImage Protector］をクリック

します。 

Windows Server 2012 以降のサーバーOS の場合： 

［スタート］→［アプリ］→［Actiphy］→［ActiveImage Protector］をクリックします。 

Windows 8 以降、Windows10 前のデスクトップ OS の場合：［スタート］→［アプリ］→

［Actiphy］→［ActiveImage Protector］をクリックします。 

Windows 10 のデスクトップ OS の場合：［スタート］→［Actiphy］→［ActiveImage 

Protector］をクリックします。 
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2. ［イメージ管理］→［イメージ管理］を選択します。   

 

注）for Hyper-V Enterprise の画面の左ペインは以下のようになります。(iSCSI ターゲット

サーバーのメニューはありません) 
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3. バックアップイメージファイルを選択します。 

 

 

7-1.検証 

1. バックアップイメージの検証を行います。ファイル選択後、右のペインから［検証］をクリックし

ます。 
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2. 検証が完了すると、以下のようになります。 

 

7-2.結合 

1. 複数の増分イメージを選択して、1 つのイメージファイルに結合します。ファイルを選択したら、

右ペインから［結合］をクリックします。以下のオプションが選択可能です。 

［オリジナル ファイルを保持する］：デフォルトでは結合処理の後にオリジナルのファイルは削除

されます。オリジナル ファイルを保持する場合は、このチェックボックスをオンにします。 

［MD5 を計算する］：このオプションを有効にすると、結合したファイルの MD5 ハッシュを計算

しファイルとして出力します。 
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2. ［実行優先度］：タスクの優先実行度を設定します。 

［タスク終了後の追加処理］：タスク終了後に［システムの再起動］、または［システムのシャッ

トダウン］を行うことができます。 

 

 

3. 結合が完了すると、以下のようになります。 
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7-3.アーカイブ作成 

1. 同一世代の指定した範囲のデータを統合して、イメージファイルのアーカイブを指定した保存先に

別名で作成できます。フル（ベース）イメージファイルと増分イメージファイルを選択します。 

 

 

2. 以下のオプションが選択可能です。 

［MD5 を計算する］：このオプションを有効にすると、アーカイブ化したファイルの MD5 ハッシ

ュを計算しファイルとして出力します。 

［実行優先度］：タスクの優先実行度を設定します。 

［タスク終了後の追加処理］：タスク終了後に［システムの再起動］、または［システムのシャッ

トダウン］を行うことができます。 

 



 

66 

 

 

3. アーカイブが作成されると、以下のようになります。 

 

7-4. MD5 の計算 

1. 選択したバックイメージファイルの MD5 ハッシュをファイルとして出力します。ファイルの同一

性確認に使用できます。 
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2. MD5 の計算の出力が行われると、以下のようになります。 
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3. 作成された MD5 ファイルを Windows 上で確認します。 
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7-5. 削除 

指定したイメージファイルを削除します。処理実行後のキャンセルできません。 

 

 

7-6. BootCheck を手動で 

BootCheck は、バックアップイメージファイルが HyperBoot などから、正しく起動できるかを確認

する機能です。これまでは、ポストバックアップ（バックアップの終了後）に設定を行うこと実行され

ていました。ActiveImage Protector は、起動の確認をしたいイメージファイルやハイパーバイザー

（リモートの Hyper-V を含む）を自由に選択してユーザーが任意のタイミングで起動の確認ができる

ようになりました。 

1. BootCheck を行うには、左のメニューペインから、［イメージ管理］→［イメージ管理］を選択

します。 
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2. イメージ管理画面になります。いちばん上のテキストボックスの右にある［▼］をクリックする

と、これまでのバックアッププロセスやバックアップ先が表示されます。 
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3. フォルダーを選択すると、そのフォルダー内にあるバックアップイメージファイルが表示されま

す。バックアップイメージファイルを選択すると、その詳細が下のペインに表示されます。 

 

 

4. バックアップの概要が表示されます。さらに、上のペインでバックアップイメージファイルの位置

で、右クリックをするとコンテストメニューが表示されます。 
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5. このコンテキストメニューから、［BootCheck］を選択します。すると、バックアップイメージフ

ァイルに対し、BootCheck の実行の確認が行われます。問題なければ、［BootCheck 開始］をク

リックします。 

 

6. その後、実際に BootCheck が実行されます。 
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7. 以下のようになれば、BootCheck は完了です。 

 

8. 任意のタイミングで、BootCheck が可能になったことで、BootCheck をしていないイメージファ

イルや復元直前などにも起動確認をできるようになりました。 
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8. イメージ管理-イメージのマウント 

1. ［イメージ管理］→［イメージのマウント］を選択します。 

 

 

注）for Hyper-V Enterprise の画面の左ペインは以下のようになります。(iSCSI ターゲットサー

バーのメニューはありません) 
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2. マウントしたいイメージファイルを選択します。複数のディスクが含まれている場合は、ディスク

を選択します。マウントするイメージ中のボリュームを選択します。マウント先のドライブレター

を指定して［マウント］をクリックします。［読み取り専用でマウント］のチェックボックスをオ

ンにすると読み取り専用でマウントできます。 

 

 

3. マウントすると、以下のようになります。通常の読み取り専用ドライブと同様にファイルのオープ

ンやコピーができます。 
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4. マウントを解除するには、［マウント済みボリューム］から解除するマウントを選択します。その

後、［マウント解除］をクリックします。 

 

 

※ 読み取り専用のチェックをはずすと書き込み可になります。更新したデータは別の差分ファイル

(.aix)として保存されます。 
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9. イメージ管理-iSCSIターゲットサーバー 

ネットワーク上にあるデータ保存領域（ネットワークアタッチトストレージ）として、SAN（Storage 

Area Network）や NAS（Network Attached Storage）などがあります。ファイバーチャネル

（Fiber Channel）で接続すると、高速なデータ転送速度が得られます。しかし、管理の複雑さやコス

ト面の問題（高価）が指摘されています。 

そこで、登場したのが、iSCSI です。その機能を一言で表せば、SCSI のコマンドやデータを TCP/IP

パケットの伝送フレームに包含させ、ストレージをネットワークに直結させる仕組みです。現状の IP

接続があれば、その範囲で自由に構成できる点などがメリットです。また、以下で解説するように、直

接ローカルドライブとして認識させることも可能です。ネットワークや CPU などへの負荷がやや高ま

りますが、自由な配置や既存のネットワーク機器がそのまま利用可能な点も評価されています。 

ActiveImage Protector は、バックアップしたイメージファイルを iSCSI ターゲット化することがで

きます。 

*この機能は Server Edition のみです。 
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9.1 バックアップファイルを直接、ローカルディスクにマウント 

1. ActiveImage Protector の左のメニューから、［イメージ管理］→［iSCSI ターゲットサーバ

ー］を選択します。 

 

 

2. iSCSI ターゲットサーバー画面になります。ここに、iSCSI ターゲット化した一覧が表示されま

す。追加するには、左上の［ターゲットを追加］をクリックします。 
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3. まずは、バックアップファイルや復元ポイントの選択になります。 

 

4. ［バックアップ保存先］の「ネットワーク」に、ネットワーク先が表示されない場合は、テキスト

ボックスの「\\」に続けて、適切なサーバー名などを入力します。 
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5. 検索が行われ「ネットワーク」以下に、共有フォルダーなどが表示されるようになります。 
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6. 適切に、バックアップファイル、復元ポイントを選択します。 

 

7. iSCSI ターゲット化されたバックアップファイルが表示されます。 
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8. スライドバーを右に移動すると、［接続］欄が表示されます。 

 

9. ここで、コネクタのようなアイコンが離れていることがわかります。この状態では、iSCSI ターゲ

ットがどこにも接続されていないことを表しています。 
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10. 次に、iSCSI ターゲットを接続するサーバーに移ります。スタートメニューから、［iSCSI イニシ

エーター］を選択します。 

 

11. 初回起動時には、以下の確認メッセージが表示されますので、［はい］をクリックします。 
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12. すると、iSCSI イニシエーターが起動します。 
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13. 現時点では、iSCSI ターゲットは 1 つも登録されていません。［探索］タブを選択します。 

 

14. ここから、ActiveImage Protector で作成された、iSCSI ターゲットを探し、登録していきま

す。 

［ポータルの探索］をクリックします。 
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15. ターゲットポータルの探索となります。 

 

16. ［IP アドレスまたは DNS 名］が空欄になっていますので、「192.168.123.76」を入力します。

この IP アドレスは、下記の画面の ActiveImage Protector の iSCSI ターゲットサーバーの右上

に表示されています。［ポート］は、デフォルトで「3260」となっていますが、同じ値になってい

ることを確認します。 
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17. ［OK］をクリックすると、 

［ターゲットを探索するポータル］に、入力した IP アドレスが表示されます。 
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18. 再度、［ターゲット］タブに戻ります。すると、［検出されたターゲット］に、iSCSI ターゲット

が表示されます。 

 

19. 少し長いですが、iSCSI ターゲット化されたバックアップファイルと同じ識別名になっていること

が確認できます。［接続］をクリックすると、ターゲットへの接続となります。 
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20. デフォルトで、［この接続をお気に入りのターゲットの一覧に追加する］にチェックが入っていま

す。その下の説明にもあるように、このサーバーが起動されるたびに、この iSCSI ターゲットが接

続されるようになります。［OK］をクリックすると、接続されます。 

［ターゲット］タブの［検出されたターゲット］の［状態］が「接続完了」に変わっています。 

 

また、ActiveImage Protector に戻ります。最初に離れていたコネクタのアイコンが、くっつい

て接続されていることがわかります。 
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21. 次に、管理ツールから［コンピューターの管理］を起動し、左のメニューから［ディスクの管理］

を選択します。 

 

 

ディスク 1 が追加され、オフライン状態であることがわかります。 
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22. ディスク 1 のあたりを右クリックすると、以下のようなコンテキストメニューが表示されます。 

 

23. ここから、［オンライン］を選択すると、ローカルディスクとして認識されます。パーティション

に、ドライブレターが割り当てられています。 
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24. 実際に、ファイルエクスプローラーで表示すると、以下のようになります。 

 

ActiveImage Protector には、バックアップイメージをマウントする機能があります。しかし、

これは ActiveImage Protector 経由となります。iSCSI ターゲットを直接、ローカルディスクに

することで、たとえば、データ領域などでは、そのままローカルのファイルシステムとして利用す

ることができます。障害発生時に、さらなる対応策として利用可能です。 
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9.2 仮想マシンの仮想ディスクとしてアタッチ 

iSCSI ターゲットの利用方法の、もう 1 つに仮想マシンの仮想ディスクとしてのアタッチがあります。

この作業を行う前に、［ディスクの管理］で iSCSI ターゲットがオフラインになっていることを確認し

ます。 

1. スタートメニューの管理ツールから、［Hyper-V マネージャー］を起動します。 

 

 

2. この時点では、仮想マシンは 1 つもありません。そこで右のメニューから［新規］を選択し、新し

い仮想マシンを作成します。 
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、 

3. 仮想マシンの新規作成ウィザードが起動します。 

 

4. ［次へ］をクリックすると、［名前と場所の指定］になります。 

ここでは、［名前］をそのまま「新しい仮想マシン」にしました。保存場所は、デフォルトのまま

にします。 
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5. ［次へ］をクリックします。［世代の指定］になります。 

 

6. デフォルトの［第 1 世代（1）］のままにします。［次へ］をクリックします。 
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7. ［メモリの割り当て］になります。ここでは、バックアップの元となった仮想マシンと同じく、

4096MB を［起動メモリ］に割り当てました。 

 

8. ［次へ］をクリックします。［ネットワークの構成］になります。 

ここでは、元の仮想マシンと同じく、「Intel(R) Ethernet Connection(2) I218-LM - Virtual 

Switch」を仮想スイッチにしました。 

 

9. ［次へ］をクリックすると、［仮想ハードディスクの接続］になります。 
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ここでは、［後で仮想ハードディスクを接続する］を選択し、この段階で仮想ディスクを指定しま

せん。従来の仮想マシンとは異なる手順となるので、注意してください。 

 

10. ［次へ］をクリックすると、 

［仮想マシンの新規作成ウィザードの完了］となります。 
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11. 内容を確認し、［完了］をクリックします。以上で、新しい仮想マシンが作成されます。 

 

12. 新しい仮想マシンの［設定］メニューを選択します。 

13. ハードウェアの［IDE コントローラー0］を選択します。 

［IDE コントローラー］では、［ハードドライブ］を選択し、［追加］をクリックします。 
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［ハードドライブ］セクションで、［物理ディスク］を選択します。さらに、ディスクの選択メニ

ューがありますが、「ディスク 1 20.00GB パス 0 LUN 0 ターゲット 0」のままにします。他に

iSCSI ターゲットを接続していなければ、これ以外の選択はできないようになっています。以上

で、設定は完了です。［OK］をクリックします。 
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14. 新しい仮想マシンを起動します。 

 

15. 仮想マシンに接続すると、以下のようになります。 
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16. フォルダー構造などが、バックアップした PC 上でエクスプローラー表示したものと同じになって

いることがわかります。 

 

 

この機能を利用すると、障害の発生した仮想マシンのバックアップイメージを、別の仮想マシンの

仮想ディスクとしてアタッチすることで、即時ブート、運用再開が可能となります。 

本稿では、触れることはできませんでしたが、VMware vMotion のストレージ移動機能を使うこ

とで、iSCSI ターゲットから本番環境のストレージにシームレスにデータ移動をし、リストアを行

うことができます。より柔軟なバックアップ体制を構築することができます。 
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10.リモート管理  

ここでは、リモート管理操作として、プッシュインストールとリモート管理コンソールを説明します。

これらの機能を有効にするには、メニューの［環境設定］→［コンソール設定］を選択します。［高度

なオプション：］の［ネットワーククライアント管理コンソール機能を有効にする］と［プッシュイン

ストール機能を有効にする］のチェックボックスをオンにします。 

 

10-1. プッシュインストール 

※「プッシュインストール機能」は for Hyper-V Enterprise では使用できません。 

1. ActiveImage Protector を起動します。 

Windows Server 2008 R2 以前のサーバーOS の場合： 

［スタート］→［すべてのプログラム］→［Actiphy］→［ActiveImage Protector］をクリック

します。 

Windows 7 以前のデスクトップ OS の場合： 

［スタート］→［すべてのプログラム］→［Actiphy］→［ActiveImage Protector］をクリック

します。 

Windows Server 2012 以降のサーバーOS の場合： 
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［スタート］→［アプリ］→［Actiphy］→［ActiveImage Protector］をクリックします。

Windows 8 以降、Windows10 前のデスクトップ OS の場合：［スタート］→［アプリ］→

［Actiphy］→［ActiveImage Protector］をクリックします。 

Windows 10 のデスクトップ OS の場合：［スタート］→［Actiphy］→［ActiveImage 

Protector］をクリックします。 

2. 上のメニューの［ユーティリティ］→［プッシュインストール］を選択します。 

 

 

3. ActiveImage Protector をインストールするには［ネットワーク上のホストに Actiphy 製品をイ

ンストール、またはアップデートする］を選択し、［次へ］をクリックします。 

 

 

4. インストールパッケージの選択をします。プロダクトキー、ライセンス数を入力し、［次へ］をク

リックします。 
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5. インストール先のホストを選択します。 

ホストは、ネットワーク内から検索、もしくは、直接情報を入力して指定することもできます。 

検索条件では、以下の絞り込みができます。 

・Windows ネットワーク：同一ネットワーク上のホストすべてを検索対象にします。 

・Windows Active Directory：指定した Active Directory からホストリストを取得します。 

・全てのホストを検索：検索結果からフィルターをしません。 

・製品インストール済みホストの検索：ActiveImage Protector がインストールされているホスト

のみ表示します。 

・製品未インストールホストの検索：検索結果から ActiveImage Protector がインストールされ

ていないホストのみ表示します。 

この例では［全てのホストを検索］を選びます。ActiveImage Protector のインストールされてい

ないホストの「SERVER02」にチェックボックスをオンにし、［次へ］をクリックします。 
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6. インストールオプションを指定します。最初に、インストールするコンポーネントを選択します。

［オプション］では、インストール後の動作を設定します。 

・インストール後に再起動させない：インストール終了後のシステム再起動を制御できます。

ActiveImage Protector エージェントをインストールする場合、このオプションを有効にしてイン

ストールした際も運用を開始するまえに必ずシステムの再起動が必要になります。 

・自動的にアクティベーションする：インストール終了後のアクティベーション処理を制御できます。 
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7. 最後に、認証情報を入力し、［次へ］をクリックします。 

 

8. 設定内容を確認し、［インストール］をクリックします。選択したホストへ、ActiveImage 

Protector のインストールが行われます。 
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9. インストールが完了すると、右のカラムに「成功」と表示されます。［閉じる］で、プッシュイン

ストールを終了します。 

 

10-2. ネットワーククライアント管理コンソール 

ネットワーク上のホストにインストールされている ActiveImage Protector の管理をリモートで行う

ことができます。 

1. ActiveImage Protector を起動します。 

Windows Server 2008 R2 以前のサーバーOS の場合： 

［スタート］→［すべてのプログラム］→［Actiphy］→［ActiveImage Protector］をクリック

します。 

Windows 7 以前のデスクトップ OS の場合： 

［スタート］→［すべてのプログラム］→［Actiphy］→［ActiveImage Protector］をクリック

します。 

Windows Server 2012 以降のサーバーOS の場合： 

［スタート］→［アプリ］→［Actiphy］→［ActiveImage Protector］をクリックします。 

Windows 8 以降、Windows10 前のデスクトップ OS の場合：［スタート］→［アプリ］→

［Actiphy］→［ActiveImage Protector］をクリックします。 
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Windows 10 のデスクトップ OS の場合：［スタート］→［Actiphy］→［ActiveImage 

Protector］をクリックします。 

2. コンソール左上にある［管理コンソール］から操作を行います。リモート管理を行うためには、最

初にホストリストを作成します。［ホストを新規追加］をクリックします。 

 

3. リストに追加するホストを指定します。指定方法は［検索］と［手動設定］の 2 つがあります。こ

の例では［検索］を選択し、検索条件で［全てのホストを検索］を選択しました。ホスト一覧から

ActiveImage Protector がインストールされているホスト（Server02）のチェックボックスをオ

ンにし、［追加］をクリックします。 
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4. リモート管理するホストの認証情報を入力します。 

 

5. 管理対象ホストとして、リモートホストが追加されます。 
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6. ホストリストから任意のホスト選択し、ダブルクリック、または右クリックメニューから［リモー

ト］をクリックするとエージェントにリモート接続できます。 

 

7. 接続に成功すると、ステータスバーの色が緑になります。バックアップスケジュールの作成や復

元、イメージ管理などの各種操作、ログ等の閲覧ができます。 

 

8. ローカルホスト名をダブルクリックするとリモートホストへの接続を解除します。 
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11. vStandby  

vStandby は、対象の仮想サーバーに待機用の仮想スタンバイレプリカを構成します。そして、障害発

生時にはこの仮想スタンバイレプリカを起動することにより、業務を継続できます。vStandby のスケ

ジュール機能を使い、ソースマシンの更新状態を仮想スタンバイレプリカにブートポイントとして追加

します。適切にブートポイントを設定・管理することで、障害直前の状態に復帰させることができま

す。 

また、vStandby の仮想変換機能を使えば、レガシー物理サーバーを ESXi または Hyper-V サーバー

の仮想マシンへ簡単に移行することもできます。これにより、レガシー物理サーバーを仮想環境に移行

する場合でも、システムのダウンタイムを最小限にすることができます。 

注）for Hyper-V Enterprise では、vStandby の機能は使用できません。 

詳しいシステム要件などは、アクティファイのホームページを参照してください。 

1. 仮想スタンバイレプリカの作成を開始するには、左のメニューから［vStandby］をクリックしま

す。ようこそ！画面が表示されますので。［仮想スタンバイレプリカの作成］をクリックします。 
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2. ソースディスクの選択になります。ここで選択したディスクのレプリカが仮想マシン上に作成され

ます。ディスクマップ、またはリストでバックアップ対象にするディスクのチェックボックスをオ

ンにします。［次へ］をクリックします。 

 

2. 仮想スタンバイレプリカの作成ターゲットを ESXi、Hyper-V から選択します。この例では

［Hyper-V］を選択し［接続先：］には、「192.168.123.25」を入力して［接続］をクリックし

ます。 
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3. 認証画面となりますので、Hyper-V ホストの認証情報を入力します。［ユーザー名：］に

「Administrator」、［パスワード：］に設定されたパスワードを入力します。 

 

 

4. Hyper-V の「ホスト情報」が表示されます。［次へ］をクリックします。 
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5. スタンバイレプリカの構成になります。仮想マシンの各種設定を行います。［仮想マシン名：］、

［仮想ディスク名：］、［ボリュームの選択：］、［ディスクタイプ：］、ハードウェアリソース

を設定します。ネットワーク設定では、［仮想スイッチ］、［IP アドレス］設定を行います。［次

へ］をクリックします。［仮想スイッチ］ホスト側に作成した仮想スイッチ、IP アドレスは「ソー

スマシンの設定を引き継ぐ」を設定しておきます。 

 

6. 仮想スタンバイレプリカの増分ブートポイントを作成するためのスケジュールを、週単位、もしく

は月単位で設定します。以下は、週単位での設定画面です。スケジュールを設定したら、［次へ］

をクリックします。 
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7. オプションの設定をします。ブートポイントは最大 30 個作成できます。ブートポイントが指定し

た数に達すると、いちばん古いものと 2 番目に古いものがマージされます。パフォーマンスは、

CPU やネットワーク状況を見て判断するとよいでしょう。設定が完了したら、［次へ］をクリック

します。 
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8. サマリーが表示されますので、内容を確認し、［終了］をクリックします。 

 

 

9. 仮想スタンバイレプリカの作成が開始されます。作成が完了したら、すぐさまタスクを実行する場

合、［OK］をクリックします。 
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10. ダッシュボードには、実行中のスケジュールが表示されます。 
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11. 仮想スタンバイレプリカが完成すると、以下のようになります。 

 

 

12. Hyper-V ホストでは、以下のように仮想スタンバイレプリカが確認できます。 
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12. HyperBoot  

HyperBoot は、アクティファイの仮想化変換技術を応用したもので、バックアップイメージファイル

から、リカバリーや仮想化変換をしないで仮想マシンとして起動するテクノロジーです。一般的に、

1TB 程度のバックアップイメージファイルのリカバリーには、数時間を必要とします。しかし、

HyperBoot は、2 分程度でバックアップイメージから仮想マシンとして、起動・実行させることがで

きます。 対応する仮想化アプリケーションは、Hyper-V、VMware Workstation/Player、ESXi、別

ホスト上の Hyper-V 等です。 

注）HyperBoot は、アクティファイの Web サイトから無償でダウンロードできます。必要に応じて

お使いください。 

HyperBoot の活用事例として、以下のような事例があります。 

 作成されたバックアップファイルによるディザスターリカバリーの信頼性のテストが必要にな

ることは少なくありません。しかし、バックアップの度にそのテストを行うには多くの人手と

時間を要します。HyperBoot を使えば、その手間から開放されます。 

 増分イメージを使えば、一定期間毎のサーバーの不具合の原因を調査できます。しかし、すべ

ての増分ファイルに対し、原因調査を行う必要があり、毎回リカバリー作業があると時間がか

かります。HyperBoot を使えばリカバリーする必要がないため、短時間で済みます。 

 仮想化への移行を行う際に、すべての環境で移行可能かどうかの確認テストを行うことはとて

も大変です。そこで、HyperBoot を使用すれば、バックアップイメージを使って移行化の状

態を確認できます。 

 前節の vStandby も、即時起動の仕組みです。HyperBoot が vStandby と異なるのは、イメ

ージファイルをベースしているところです。HyperStandby と同じですが物理マシンでも

P2V を挟むことにより起動設定を整えています。そのため、実行環境やバックアップイメージ

に変更を加えることなく、ソースマシンと同じ OS 環境を仮想マシンとして実行できる点で

す。アプリケーションのバージョンアップ、サービスの更新等の確認にも利用可能です。 
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1. HyperBoot を使用するには、ダウンロードしたセットアップファイルからインストールする必要

があります。セットアップウィザードが起動します。 

 

2.  セットアップにあたり、特に設定すべき項目はありません。［インストール］をクリックします。

インストールが開始されます。 
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3. 次の画面でインストールは完了です。［終了］をクリックして、セットアップウィザードを終了し

ます。 

 

4. HyperBoot を起動します。 デフォルトで、デスクトップに HyperBoot のショートカットアイコ

ンが作成されています。そこから起動するか、スタートメニューの［Actiphy］→［HyperBoot］

をクリックします。 

 



 

123 

 

 

5. HyperBoot が起動します。 
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6. ［保存先：］から、ActiveImage Protector でバックアップされたイメージファイルを選択しま

す。イメージファイルを選択後、復元ポイントを選択します。 

 

7. 起動したい復元ポイントを右のペインの白い部分に、ドラッグ＆ドロップします。すると、

HyperBoot 設定になります。 

 

ハイパーバイザーを選択します。この例では、「Microsoft Hyper-V」を選択しています。同様に
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CPU 数、RAM、ネットワーク設定等を行います。 

必要に応じて［仮想マシン名：］も変更してもよいでしょう。［変更の保存場所：］では、デフォ

ルトでは HyperBoot で定められたフォルダーになります。しかし、［元のイメージセットと同じ

場所に保存する］にチェックを入れると、イメージファイルと同じ場所に設定ファイルが作成され

ます。他のホストなどで、HyperBoot でイメージ起動をする場合等に使いやすくなります。 

設定が完了したら、［保存］をクリックします。 

8. ［ハイパーバイザー：］に起動する仮想マシンなどが登録されます。 
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9. サムネイルに、マウスポインタを移動すると、2 つのボタンが現れます。 

 

10. 左のボタンは、接続コンソールを開きます。右のボタンは、仮想マシンの電源のオン・オフを行い

ます。仮想マシンの OS が起動したら、上のボタンを使い、接続コンソールを接続します。 

11. サムネイルの三角、電源オン・オフボタンをクリックすると、仮想マシンが起動します。 起動時に

は、デバイスの準備等が行われます。 
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12. この例では、Windows Server 2016 のバックアップイメージから仮想マシンとして起動させまし

た。 

 

13. 仮想マシンを終了すると、次の画面になりますので、［終了］をクリックし、仮想マシンとの接続

を終了します。仮想マシンを終了すると、自動的に作成された仮想マシンも削除されます。 
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APPENDIX A: Google Driveへのレプリケーション 

 

ここでは、Google Drive にレプリケーションを行う方法を解説します。 

まず、レプリケーションを行うためには、 

 

●クライアント ID 

●クライアントシークレット 

●リフレッシュトークン 

 

が必要になります。以下の手順で、確認・入手します（この手順は、2019 年 11 月時点のものです。

変更される可能性もあります）。 

1. まずは、Google アカウントを使い、Google へログインします。アカウントがない場合は、［アカ

ウントを作成］でアカウントを作成します。 

 

図 g01 Google へログイン 
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2. 使用したい、あるいは作成したアカウントで Google API Console（Google Cloud Platform 

API とサービス）にアクセスします。まずは、プロジェクトを作成します。 

 

図 g02 Google API Console（Google Cloud Platform） 

 

3. ここでは、プロジェクト名などはデフォルトのままにします。以下のように、プロジェクトが作成

されます。 
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図 g03 プロジェクトの作成 
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図 g04 作成されたプロジェクト 

 

4. ダッシュボードには、使用可能な API などが表示されます。 
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5. 次に、［認証情報］を選択します。 

 

図 g05 ダッシュボード 
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図 g06 認証情報を選択 
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図 g07 ［OAuth クライアント ID］を選択 

 

6. OAuth クライアント ID の作成には、同意画面でサービス名を設定する必要があると表示されます

ので、その指示に従います。 
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図 g08 OAuth クライアント ID の作成 

 

7. ［同意画面を設定］をクリックします。アプリケーション名（ActiveImage Replication など）を

設定し、［保存］をクリックします。 
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図 g09 OAuth 同意画面の設定 

 

8. ［アプリケーションの種類］では「ウェブアプリケーション」を選択します。 

 



 

137 

 

 

図 g10 「ウェブアプリケーション」を選択 

 

9. 確認したら、［作成］をクリックします。クライアント ID とクライアントシークレットが表示さ

れます。右の四角のボタンをクリックすると、コピーされます。テキストファイルなどに保存して

おくとよいでしょう。 
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図 g11 クライアント ID とクライアントシークレット 

 

10. ブラウザ上でも、クライアント ID を確認することができます。 
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図 g12 ブラウザ上でクライアント ID を表示 

 

11. 次に、リフレッシュトークンを取得します。Web ブラウザで

https://developers.google.com/oauthplayground へアクセスします。 
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12. 図 g13 https://developers.google.com/oauthplayground へアクセス 

 

13. 右上にある［OAuth 2.0 Configuration］ボタンをクリックし、［Use your own OAuth 

credentials］を有効にし、先ほど作成したクライアント ID とクライアントシークレットを入力し

［Close］をクリックします。 
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図 g14 OAuth 2.0 Configuration 

 

14. 図 g13 に戻り、［Input your own scope］に「https://www.googleapis.com/auth/drive」

を入力します。 
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図 g15 ［Input your own scope］に「https://www.googleapis.com/auth/drive」を入力 

 

15. 入力すると、［Authorize APIs］ボタンが有効になりますので、クリックします。［Step 2］に

移ります。［Exchange authorization code for token］をクリックすると、リフレッシュトーク

ンなどが確認できます。 
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図 g16 Exchange authorization code for token 

 

16. ［Step 3］に自動的に移行しますが、画面で［Step 2］をクリックすることで、戻ることができま

す。こうして取得した ID をレプリケーションの認証に使用します。 

 

Office 365 Business の OneDrive、Dropbox などでも、同様に ID やトークンの取得が必要に

なります。それぞれの手順については、オンラインマニュアルなどを参考にしてください。 
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APPENDIX B: ActiveImage Protector 参考情報 

●アクティファイの Web サイト 

製品情報の他、各種資料やサポート情報、アップデートなど、総合的にご案内しています。 

https://www.actiphy.com 

●ActiveImage Protector のFAQ 

サポート情報のデータベースです。 

https://kb.actiphy.com/ 

 

ActiveImage Protectorに関するお問い合わせ先： 

（株）アクティファイ 

営業本部 

e-mail:sales@actiphy.com 

Phone: 03-5256-0877 

Fax: 03-5256-0878 

本ソフトウェアと付属ドキュメントは株式会社アクティファイに所有権および著作権があります。 

© 2020 Actiphy, Inc. 無断複写・転載を禁止します。 

ActiveImage Protector、ActiveImage Protector Server、ActiveImage Protector Desktop、ActiveImage Protector IT Pro、ActiveImage 
Protector for Hyper-V Enterprise、ReZoom it!、ActiveImage Protector Linux、ActiveImage Protector Virtual、ActiveImage Protector 
Cluster、ActiveImage Protector Cloud、ActiveImage Protector Basic、HyperBoot、ImageCenter LE、BootCheck、ActiveImage 
Deploy USB、vStandby、vStandby AIP、ActiveVisor、Changed Block Comparison は株式会社アクティファイの商標です。 

本ガイド中のその他のブランド名及び製品名は、それぞれ帰属する所有者の商標または登録商標です。 

http://activeimage.jp/
https://www.actiphy.com/
http://www.netjapan.co.jp/e/faq/index.php?action=show&amp;product=AIP35SVDT
https://kb.actiphy.com/
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